
 

第 29 回日本鋳物中子工業会 定時総会 
 

2022 年 10 月 26 日（水）第 29 回定時総会が行われました。今年もコロ

ナ禍の為、ウェブミーティングという形になりました。 

出席正会員数 16 社 18 名、出席賛助会員数 7 社 10 名、28 名の方が参加

され全ての議案が可決されました。（委任状受理数 24 社）総会時点の正会員

数、74 社、出席正会員数、委任状受理数の合計 40 社、正会員の半数以上の

出席となり総会は有効に成立しました。 

総会では、事業報告および決算報告、事業計画および予算案が承認されま

した。 

これら資料は日本鋳物中子工業会の会員専用ページにて閲覧できるよう

になっています。無事オンラインでの総会が終えることができ会員の皆様に

感謝しています。 

次期、総会は第 30 回となりコロナ蔓延の状況によりなりますが、対面で

の開催の予定をしております。今年 3 月の常任理事会等で決定後に皆様へは

ご連絡をさせて頂きます。今後とも何卒宜しくお願い致します。 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈〈〈 中子 News 〉〉〉 
【2023 年 新春号】 令和 5年 1月吉日発行 

ごあいさつ 

新年明けましておめでとうございます。令和 5 年よき新春を迎えられたことと謹んでお喜び申し上げま

す。一昨年前から会長に就任いたしましたが、コロナ禍の影響で会員皆様方と面直での活動ができていない

ことは非常に残念な状況です。今年こそは皆様方と顔を見ながらの活動できることを強く望んでいます。 

昨年の日本経済の状況ですが、2020 年から続くコロナウイルスの感染拡大により影響が残る中、ロシアの

ウクライナ侵略による世界秩序の崩壊、エネルギー不足、為替変動などによる物価高騰など大変厳しい状況

にあります。また、私たち中小企業を取り巻く環境は、度重なる原材料の値上げ、エネルギー価格の高騰、

受注量の減少、実習生などの労働力不足、カーボンニュートラル達成に向けてのエネルギー問題など多くの

課題を抱えています。色々な課題に対してできるだけ多くの情報を発信し、会員皆様に少しでもお役に立て

るよう活動を進めていきたいと思っていますので今後ともよろしくお願い致します。 

最後になりましたが、皆様方の益々のご繁栄とご健勝を祈念致しまして新年のご挨拶とさせて頂きます。 

日本鋳物中子工業会 会長 鈴木泰博 

 
 

 

日本鋳物中子工業会 

会 長 鈴木泰博 

総会での来賓挨拶紹介（日本鋳造協会 鈴木晴光様） 

  

新型コロナウイルス感染症の影響により昨年度に引き続きオンラインに

よる開催になり残念ではありますが、オンラインでも皆様方にお会いで

き嬉しく思います。弊協会でも、徐々に対面での開催を開いております。

来年の賀詞交歓会では立食形式で調整をしている最中です。通常の状態

に戻っていきたいと思っています。 

 鋳造協会の状況ですが、まだら模様の受注でありますが、スクラップ

燃料費など原材料の価格高騰がありお客様に交渉をしているところであ

ります。政府の要望もあり、価格転嫁が出来ているところです。その為、

中子メーカーにも受けた恩恵を与えるように周知徹底をしているところ

です。サプライチェーン全体で恩恵が出るようにと活動しています。工

業会と弊協会は運命共同体と思っております。双方の業界が発展できる

ようご理解を賜りたいと思います。 

  日本鋳物中子工業会 

    〒438-0213 静岡県磐田市竜洋稗原 653-1 

    TEL:090-5002-7006 mail:info@nakago.org 

         

❏会員の皆様の情報・ご意見・ご希望お待ちしています。お気軽

にお問い合わせください。 

❑その他広告宣伝掲載企業を募集しております。事務局までご連

絡ください。 

事務局 info@nakago.org 


